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した。創出されたほめ言葉は記述統計、対応のある t 検定により分析した。また、 A.B.ス
クロームによる Seven Abilities に基づいて分類し、内容分析した。本研究は所属機関の
倫理委員会による審査を受け、承認を得た方法を遵守して実施した。  
【結果】  
 調査票の提出を得た 20 名分のデータを分析対象とした。調査協力者は 20 代 45％、30
代 30％、40 代 5％、50 代 20％、平均経験年数 13.4±9.8 年、90％が非管理職であった。
ワーク前の創出数は平均 20.75±19.9 、ワーク後 30.5±19.9 であった。創出数のワーク
前後の差の検定では p＜0.05 で有意差を認めた。  
【考察】  












＜学会発表＞日本看護学教育学会第 24 回学術集会（2014 年 8 月）採択・発表予定  
